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Profile /  プロフィール Statement / ステイトメント

　人類はこれまでただ１つの方法によって、約700万年もの間、子孫をつなぎ、今日まで途
絶えることなく生き延びてきました。
　現在、人間における生殖方法は男女による性交の１種類しかありません。しかし、その方
法からこぼれ落ちる人々がいるということを私は知っています。 広く知られている例では、
セクシャルマイノリティーの人々がそれにあたりますが、それ以外にも想像より多くの人が
その方法に乗れず、生殖難民として彷徨っているように感じています。ここでは、そういった
人々の存在を、規範的異性愛以外のあらゆるセクシュアリティを表象する言葉として、「クィ
ア」という表現を用います。ノアの方舟に乗れない人々や種が滅びたように、   「性交」や「
規範的異性愛」という舟に乗れない「クィア」的身体を持った人々は、歴史の中でアーカイ
ヴされず、常に滅んできたのです。

　人間だけでなく、全ての生物が繁殖のために最も多くのエネルギーを割くよう設計され
ています。つまり、繁殖は生物の最重要課題ともいえますが、 それはなぜなのでしょうか。人
間の本能的な欲求とされる「食欲」「睡眠欲」「性欲」は、食べることでその日の生命を延長
し、寝ることで翌日へと生命を延長し、子孫を作ることで未来まで生命を延長する、といった
形で、いずれも生命の延長を目的としているように見えます。仮に生命を延長するというこ
とを、時間を進める、生じさせるという「時間」の問題として考えるならば、生殖の問題やクィ
ア的身体が抱える問題の研究（クィア・スタディーズ）を、人類における哲学的な命題として
の「時間論」として捉え直し、拡張することはできないでしょうか。

　「絶滅してきた身体（＝クィア的身体/クィアネス）のもつ歴史」に対して思索し、アクセス・
アーカイヴを試みること、それを現在の繁殖方法以外の「新しい繁殖の方法を模索するこ
と」というテーマ設定とし、「時間論」として扱うことで、従来のクィア・スタディーズやフェミニ
ズムなどを含むジェンダー・スタディーズにつきまとう二項対立や当事者性による分断の外
側にある、人類共通の問題や思想体系として思索すること、同時に美術史の男性権威の
中でアーカイヴからこぼれてきた活動や存在、手法に光を当て、更新することを活動のア
イデンティティとしています。また、制作のスタイルとして、自身のセクシュアリティや立場を打
ち出すことで失われる身体の多面性を、美術においては表現できるのではないかという
実験として、使用メディアやスタイルを意図的に横断することで、身体の持つ多面性と接続
することを試みています。

　最終的には「繁殖」の目的、つまり「時間」の問題を解き明かすこと、それを美術という領
域横断可能なモデルで、複数のメディアや手法を用いて模索することを目的としています。

MARINA LISA KOMIYA
小宮りさ麻吏奈

アーティスト / アーター
1992 年アトランタ出身、東京在住

自身の身体を起点とし、新しい生殖／
繁殖の方法をパフォーマンスや映像、
場所の運営などメディアにとらわれず
模索している。近年の主なプロジェク
トに花屋の経営をする「小宮花店」、
オルタナティブスペース「野方の空白」
の運営、再建築不可能な土地に庭をつ
くるプロジェクト「繁殖する庭」を運
営。「NRR(new reproduction 
researchers)」主宰。近年の主な個展
に「-ATCG」(TAV GALLERY)、グルー
プ展に「REBORN ART FESTIVAL 
2019」（宮城県）など。
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Flower Shop
小宮花店 
2016-2017
performance
パフォーマンス

都内の商店街にある空テナントを借り、1年間花屋を経営する。販売する花には、自身の汗を蒸留し、香料としたものを吸わせた。
「人間にとって、より遺伝子の遠い他者の体臭を良い匂いだと感じる」というエピソードと、花が人間にとって魅惑的な香りを放つこと、そして、
花を贈るという普遍的な人間の習性に関連性を見出し、「自身の汗を吸わせた花を売る」という行為を通して、一見繁殖に至っていないように見ら
れる行為が別の視点から見れば繁殖のための行為である可能性を問うとともに、
女性、フェミニズムという文脈で繰り返し登場するモチーフである花の、「女性性」という文脈からの脱却を試み、再解釈するとともに、売る /売られる、
見る /見られる、加害 /被害、異性愛 /同性愛という複数の自己と他者の関係性について模索した。また、現代美術やパフォーマンスアートの中で
自明とされている「展示」「上演」という権威的なアイデンティティを、「店舗経営」という一年間の展示 /上演 / パフォーマンスを通して異化、拡
張をする事もひとつの実践とした。
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人は他人の匂いから遺伝子の遠近を嗅ぎ分けることができる、
他人の汗の匂いだったり、他人の Tシャツの匂いだったり、他
人のベッドの匂いから、人はその人とどれくらい遺伝子が離れ、
その人とどれくらい距離があるかわかる、わかるらしい、それで、
より遠い人、より遠い匂いを持った人、の匂いをいい匂いだと
思うらしい、より遠い匂いを持った人の方が、より遠い場所に
つれていってくれると思うからだろうか、人は遠い場所に行き
たいのか、遠い場所はどこにあるんだろう、遠い時間のことな
のか、遠い未来のことなのか、遠い過去のことなのか、遠い今
のことなのか、それとも単純に遠い場所のことなのだろうか、
日本からだと、アフリカとか、、裏側のブラジルとか、あとは南
極とか、、隣の韓国、も案外遠い場所かもしれないし、　人が　
宇宙　について考える、とか、月に到着したがるのも、遠い場
所に行きたいことの一環なのだろうか、もしかしたら、人は一
つの地球の花粉で、地球の外側まで地球の胞子を飛ばすために、
宇宙に行きたがるのかもしれない。地球の他の生き物がすでに
宇宙に到達していないかどうかはわからないけど、いま一番可
能性があるのは人間なのかもしれない、人間は、時間をもって
いるし、時間というのは多分もしかしたら宇宙というのはおお
げさかもしれないけど、この人が見てる、目に見える空間を満
たしている液体か空気みたいな、窒素とかそういう、酸素みた
いなものに溶け込んで、この空、目に見え、るこの空間、この
くうを隙間なく満たしているものが時間なのかもしれないけど、
そもそも宇宙に目的があるのか、ひと、人が、人に目的がある
のかとか、みんな知りたがるけど、けど、虫とか花とか、自分
よりも短いスパンで動いているものを見ると、どちらかいうと、
なにか最終形態、目的のようなものがあって、繁殖を繰り返し
て近づいていってるというよりは、現在に対応しながら時間を
進めつづけることそのものの方が目的のように思える、少なく
とも生という目の前の視野でみえるスケールの上では、そうみ
える…繁殖できない人たち、たとえば、花屋の花とか、切られ
て売られて、しばらく飾られて、結局ゴミ箱に捨てられるだけ
だけど、でも、人は遠い遺伝子の人をいい匂いと思うけど、花
の匂いもいい匂いと思う、香水とか、…遠い遺伝子とくっつく
ことで人にとって遠い場所に行けるなら、花が人をいい匂いで
誘惑したり、人が綺麗だと思うような見た目をしようとしてる
のは、やっぱり、人が遠い遺伝子の人を、より遠い場所に行け
るからいい匂いだと思うみたいに、花も、ひとにとっていい匂
いを発することで、より遠い場所に行こうとしているのかもし
れない、だって、花は足がないから、でも、花屋に売られてる
花は最終的にゴミ箱に捨てられて、どこかのゴミ処理場で燃や
されるのだけど、それでも遠い場所に行く可能性があれば、そ
れに賭けるんだろうか、宇宙飛行士が、まだ未完全なロケット
を信頼して大気圏を抜けようとするみたいに、そこに可能性が
あったら、繁殖の…遠い場所にいく…、時間を進める可能性が
あったら、それにかけるのだろうか、いずれにしても、花には
足がないし、私たちは一通りの方法でしか繁殖はできないし、
花は、人に遠い場所に運んでもらうために人を利用してるのか
もしれないけど、たとえば、繁殖しない人間はどうなのだろうか、
その人は、本当に繁殖していないのかな？その人は、より遠い
時間まで駒を進めることができないのか、繁殖していないよう
に見えるものが、実は繁殖している可能性って、どれくらいあ
るのだろう、ひとの汗のにおいをかいで、より遠い場所を想像
して、その人を好きになったり結婚したりする、するくらいだ
から、おおくの人は遠くに行きたいはずだし、ほんとうにいま、
ある繁殖の方法だけが、繁殖している、繁殖につながっている、
より遠くまで時間を進めるための方法なのだろうか、花は、ゴ
ミ箱に捨てられても、ゴミ箱に捨てられている花は、本当に繁
殖していないのかな、、、閉店セール中なので、花はひとつ持ち
帰って大丈夫です、花の浸かっている水は少しだけ遺伝子の匂
いがしますが、それよりも花の匂いが充満しています。





2018-
Project
プロジェクト
小宮麻吏奈＋鈴木千尋

再建築不可の土地に「家ではなく庭」を作る
Make a "garden, not a house" on non-rebuildable land

Reproductive garden
繁殖する庭 





この「繁殖する庭」というプロジェクトでは、2つの「規制された家（庭）」を扱う。
建築基準法によって再建築が不可能とされている空地を借り、そこに小宮麻吏奈と鈴木千尋の 2名のアーティストが建築物である「家」ではなく「庭」を作る。
「庭」という漢字には、もとは「場」という意味があり、「家庭」という文字には、夫婦・親子などが生活を共にする小集団である家族がすむ場という意味がある。
小宮も鈴木も、異性愛規範から逸脱したある種の「クィアネス」を抱えるアーティストである。
現行の建築基準法の規制により家を立てることができない「再建築不可の土地」と、日本の結婚制度で規制されている「同性による結婚」という、二つの制度の間で
「規制された家（庭）」を浮かび上がらせるとともに、そこからこぼれ落ちたものたちが、「家」が禁止された場所で「庭＝場」を作ることを模索し、試みる。
プロジェクトは、実際の場所の運営と、「家族」というテーマを扱うメディアとしての映画の、主に２つの方法で制作される。





『家庭』という文字に含まれる『庭』
という漢字には、『場』という意味
がある。

私たちがこの土地を借りた時、その
場所は防草シートに覆われていた。
防草シートを敷かれた土地は、太陽
が遮られ、草が一切生えない土地と
なる。
なぜ防草シートが敷かれていたのか
というと、雑草を生やすことで周囲
の家に迷惑がかかるのを防ぐため、
土地の持ち主が敷いていたのだっ
た。

私たちの庭づくりは、主に防草シー
トを剥がし、雑草と呼ばれる植物た
ちを生やすことから始まった。

家は閉じられた血縁空間という感じ
だけど、『庭』は外に作られること
が多い。
半パブリックで半プライベートで、
中間の領域という感じがする。
コロナで移動できなくなると、日本
も閉じられた血縁空間の家みたいに
見えてくる。

花粉がこの土地に不時着する。

この土地は二度目の去勢を味わうこ
ととなる。
一度目は防草シートによる去勢。
二度目は除草剤による去勢を受け
た。





Tattoo series
タトゥー・シリーズ 
2014-
Mixed media
ミクストメディア
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「キャンバス」という下地を、
自身の皮膚レプリカで作成し、
そこにタトゥーで絵を描く。
「キャンバス」という美術制度
の中にある身体性を、皮膚＝
民族や国家、DNA、という制
度のもつ身体性と重ね合わせ
る。また、「残す」ことを指向
する絵画を、「残りにくい」フ
ラジャイルな身体的素材に置
き換えることで、制度化や歴
史化からの脱却、異化を試み
る。

tatoo(tulip2)
2014

Mixed media
ミクストメディア



tatoo(lemon)
2014
Mixed media
ミクストメディア



tatoo(tulip)
2014
Mixed media
ミクストメディア



tatoo(family)
2014
Mixed media
ミクストメディア



tatoo(DNA)
2018
Mixed media
ミクストメディア



tatoo(bruise)
2020
Mixed media
ミクストメディア



Isle of the Immortals tomb
蓬莱島古墳 
2019
Mixed media
ミクストメディア
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「浦島太郎」という物語を、海に囲まれた日本における水害行方不明者の慰霊の物語とし
て読み解きなおし、「古墳」というユートピアとモニュメントが重なるインスタレーショ
ンとして制作した。

浦島太郎は、海の向こうの「竜宮城」へ行ったとされるが、それは一体どこであったのか
をリサーチするうちに、「蓬莱」という不老不死の理想郷というモチーフに行き着いた。
日本における、「蓬莱」というモチーフを掘り下げていくと、古くは不老不死を求めた始
皇帝陵が輸入され、変化していったとされる「古墳」というモニュメントと重なっていった。
また、浦島太郎が竜宮城で受けるもてなしの「宴」と、古墳に故人を埋葬する前に行われ
ていた「殯（もがり）」という、死者を囲み宴会をしながら、復活を願う葬送儀礼とのイメー
ジも重なり、遺体がないために行方不明者を「弔うことができない」という問題を、かつ
ての日本人は寓話というフィクションに変換することで弔ってきたのではないか、つまり、
浦島太郎の物語はかつては日本における慰霊の物語であったのではないかと思うように
なった。

上記のアイディアを元に、古墳内部の石室では、「殯（もがり）」を行うために民謡「浦島
太郎」を歌う映像と、浦島の遺骨を作家の喉仏の 3Dデータを型に、浜辺の砂で作成した
骨の映像インスタレーションを展示した。

会期終了後、古墳は解体されたが、石碑を立てることで土地に制作の痕跡や浦島の物語の
痕跡を残すことを試み、地方芸術祭の会期という祝祭の後の美術作品と土地の関係性につ
いても模索を試みた。

また、これまでなかった浦島の新解釈として寓話の解釈を残すことで、この物語が今だけ
はなく、未来における慰霊のヒントになり得うるのではないかとの思いから、テキストや
論文の作成など、他の語りの手法を用いらリサーチも継続的に行っている。





NOH　“URASHIMA”
創作能『浦島太郎』
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出　演：　小宮麻吏奈、吉松章、Lua、皆藤将、岸井大輔





民話「浦島太郎」を、日本における慰霊の物語として読み解き直す研究の一つとして、日本における慰霊の上演形式である「能」としての上演を試みた。
「能」の中でも、慰霊の形式として確立されている「複式夢幻能」を創作能を能役者・パフォーマーの吉松章と、劇作家の岸井大輔とともに共同創作を行っ
た。「複式夢幻能」のおおまかな構成としては、「ワキ」である旅人（主に僧侶）が、旅の道中で「シテ」である現地の人に出会う。現地の人は土地の伝承や
悲劇物語などを語り出す。それに対して旅人が質問をしていくと、どうやらその現地の語り人こそがその伝承や物語の主人公（多くの場合は成仏できて
いない幽霊など）であるということを示唆し、消える。その晩に、旅人が床に着くと、夢に幽霊が出てきて、旅人に遺恨を語ったことで成仏をしていく、とい
う構成を取ることが多い。
この「複式夢幻能」における「旅の僧侶」という役割と、現代におけるレジデンスで作品制作のために現地リサーチを行う「アーティスト」という存在は少な
からず通ずるものがあるのでは、ということで、小宮が「ワキ」の役をリサーチ報告のプレゼンテーションという形式を取ることで演ずる。プレゼンテーショ
ンの内容は、浦島の伝承のはじまりが、実は史実として丹後国風土記に残っていると言う点から、風土記編集の直前に丹後で起きた「大宝地震」の津波
史跡への取材を織り交ぜ、「浦島太郎」が海の向こうへ消えた人々の慰霊の物語であるのではないか、といった内容を語る。そして、プレゼンテーション
とともに、能役者である吉松章による能の謡が、能の幕構成である一幕・幕間（間狂言）・二幕になぞられて進行する。音楽には音波楽器「ユニ」奏者であ
るLua、料理人として皆藤将を迎えての上演となった。



2021-
project
プロジェクト

上記テクストは、日本国憲法二十四条「家族生活における個人の尊厳と両性の平等」の中で 規定されている、日本における婚姻を成立させる条件である。
このテクストにおける「両性」という表現は、「女性」と「男性」という二つの性のことを指しているとされており、現行の日本では同性による婚姻が認可されていない。

平成三十年四月二十七日に逢坂誠二氏によって提出された「日本国憲法下での同性婚に関する質問主意書」(衆議院ホームページ , 第 196 回国会質問第二五七号 )にて、
憲法における同性婚を問う質問への政府の回答は「憲法第二十四条第一項は、「婚姻は、両性の合意のみに基いて成立」すると規定しており、当事者双方の性別が同一
である婚姻（以下「同性婚」という。）の成立を認めることは想定されていない。いずれにしても、同性婚を認めるべきか否かは、我が国の家族の在り方の根幹に関わ
る問題であり、極めて慎重な検討を要するものと考えており、「同性婚に必要な法制度の整備を行わないことは不作為ではないか」との御指摘は当たらない。」(衆議院
ホームページ , 第 196 回国会質問第二五七号 , 答弁本文 )というものであった。

論点となっている「両性」という表現は、旧民法上の家制度における家父長制の解体を目指すためにGHQ憲法草案制定会議のメンバーであったベアテ・シロタ・ゴー
ドンによって提案され、使用されることとなったものである。旧民法では原則男性である家父長が戸主となり、家族に対する法律上の権利の全てを有していた。婚姻に
ついては第七百五十条にて「家族カ婚姻又ハ養子縁組ヲ為スニハ戸主ノ同意ヲ得ルコトヲ要ス」と定められており、戸主以外には婚姻や離婚の選択権を与えられておら
ず、女性は自分の意思で結婚も離婚できない状態であった。

その状況を改善し家父長制を解体するため、ベアテは「ベアテ草案」を提出する。草案では「家庭は，人類社会の基礎であり，その伝統は善きにつけ悪しきにつけ国全
体に浸透する。それ故，婚姻と家庭とは法の保護を受ける。婚姻と家庭とは，両性が法律的にも社会的にも平等であることは当然である。このような考えに基礎をおき，
親の強制ではなく相互の合意に基づき，かつ男性の支配ではなく両性の協力に基づくべことをここに定める。これらの原理に反する法律は廃止され，それに代って配偶
者の選択，財産権，相続，本居の選択，離婚並びに婚姻及び家庭に関するその他の事項を，個人の尊厳と両性の本質的平等の見地に立って定める法律が制定されるべき
である」（婦人展望 , 1993 年 7 月号）と提案し、女性の権利向上を計った。なので、「両性」という表現はもともとは制度上の女性の権利の向上を目的とした表現であり、
決して異性愛規範を強めるために使用されているわけではないことが伺える。

しかし、現在の日本政府にとっては、この「両性」という表現は、異性愛規範を強化し担保するために解釈されており、同性婚を規制する根拠となっている。G７の国
家のうち、同性婚もパートナーシップを保証するシビル・ユニオンも法的に整備されていない国は日本のみである。当然、婚姻制度もシビル・ユニオンによる権利や保
護も存在しない日本では、外国籍を有する同性同士のパートナーが、パートナーと共にいるということだけで在留資格を得ることは非常に困難な状況である。

2021 年の現在、新型コロナウイルスが世界全体を揺るがし、国家間の人々の移動も制限されることとなった。ただでさえ法的に保証されない二者が共に暮らすことが
難しい状況であるにもかかわらず、よりいっそう困難な状況となっている。

このような状況であってもなくても、憲法、またはシビル・ユニオンが整備され同性婚が法的に認可されるまで、私の有する、日本政府が言うところの「両性」の婚姻
の権利を一時的に別の形で提供できればと思う。つまり、同性婚が認可されていない日本で日本国籍と外国籍の２人が共にいるために、私の婚姻の権利を在留資格を得
るために提供することができればと思う。ただ、残念ながら、私が戸籍上「女性」であるため、私が権利を提供できるのは「男性」となってしまう。そして、一時的に
でも、望まない婚姻の形式を借りる形になること、申し訳ないが、その点だけ留意いただければと思う。

もし、このプロジェクトを必要とし、共に関係を結ぶことを必要に感じている人がいるならば、一度対話の機会を設けたいので、以下の連絡先まで連絡をもらえればと
思う。
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Project : Marriage shall be based only on the mutual consent of both sexes and it shall be maintained through mutual cooperation with the 
equal rights of husband and wife as a basis.
With regard to choice of spouse, property rights, inheritance, choice of domicile, divorce and other matters pertaining to marriage and the 
family, laws shall be enacted from the standpoint of individual dignity and the essential equality of the sexes.

プロジェクト：婚姻は、両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有することを基本として、相互の協力により、維持されなければならない。
配偶者の選択、財産権、相続、住居の選定、離婚並びに婚姻及び家族に関するその他の事項に関しては、法律は、個人の尊厳と両性の本質的平等に立脚して、制定されなければならない。
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「交換日記」をはじめてみる。
 
 
きっかけは、ここ数年、自分たちを取り巻く環境が急速に変化していると感じること。
と、谷川果菜絵さんからの提案から。
 
 
「リサーチ、に関する提案第二弾
 リサーチって、何を調べるのか難しい。
ZINEを作るにもまとまった文章などが必要。
いつも集まれるわけではない。
一人ではこぼれ落ちる情報がある。
肩肘を張らずにできること。
誰にでも開きたいけどある程度制限もかけたい。
＝「交換日記」又の名を、シェア・ジャーナル、スワップ・ダイアリーなんちて。
３００～字くらいでも。
クィア、フェミニズムに関するアートや書籍、カルチャーにまつわる簡単なレビュー、読み解
きの覚書、情報のシェア（URLの貼り付けなど）を目的に。
交換日記なので、誰かが連続するのではなく、順に書く。
交換日記なので、前の（過去の）人の話題を引き継いでもいいし、変えてもいい。
だいたい１週間ごとに回していく。
パスもOK。」
 
 
 

彼女とはこれまでもよく自分たちを取り巻く表現の場と、その場におけるジェンダーにまつわ
るトピック、日本におけるクィア・アートの歴史について、など日常的に話してきた。
 
とりわけ、私が関心があるトピックとしては、自身の主題であるクィア性というテーマを今の
表現の場でどのように発表するべきか、また、どのような歴史にどのように接続できるのか、
または日本で接続可能なクィア・アートの歴史の不在性について、など。
もちろん、日本におけるクィア・アートの作品自体がないというわけではない。
でも、それを繋ぐ流れが、他の大きな流れの中でか細く、見えにくいというのが現状のように
思える。
そしてそれは、リー・エーデルマンの語ったクィア・セオリーの持つ「NO　FUTURE」的な
側面、未来に繋がる歴史に対しての、そのものの懐疑的性質によって歴史化を拒んできたとい
うわけではなく、日本における美術の歴史を編む、記録する際の組織的・構造的な問題という
側面が大きいのではないかという話など。
 
そのため、日本における「クィア・アート」の歴史に対するリサーチを、自分たちの手で少し
ずつでもはじめられないだろうか？ということがこの交換日記の一つの出発点となっている。
(もちろん「クィア」と定義することの暴力性やそれによって起こる分断に対しての慎重さと、
その歴史観を語ることの暴力性についても常々悩んできた。でも、とりあえず「調べる」こと
と「共有」することからならはじめられるのではないかと思う )
 
 そして、もう一つの出発点は、同世代・同時代のキュレーターが、参加作家のジェンダーバラ
ンスを改善しなければ、と悩むようになったこと。
 
これまで私は「女性作家」というカテゴライズからの逃走をするため、とても遠回りな方法で、
そして慎重に、「女性」の足跡をつけないように変形をさせながらジェンダーを取り巻く問題
に対する応答やクィア性を作品の中に落とし込んできた。
本来、クィア・アートだけではなく、性についての問題を主題にする作家たちにとって、「ジェ
ンダーによるラベリングからの逃走」が一つの重要な主題ではなかっただろうか。
性の、ジェンダーの暴力の最たるはラベリングの暴力、つまり「女性」であると括ることであ
るのではないか、そして、そこからどのようにして逃走するか、ということに注意を払ってき
た身としては、作家であるという以前に「女性」というカテゴライズがなされた上で展覧会に
参加する、という状況が作家を取り巻いていることに対して強い忌避感を抱いている。
 
「女性作家」というカテゴリーに加わることを容認しなければ、「ジェンダー問題について語っ
ている作家」として認識されづらいこと、そして、作家がジェンダーバランスのために投入さ
れるという暴力性には、私はやはり警戒を示していたい。
 
もちろん、投入され続けた結果、性別を理由にしなくても自然に参加作家の性別のバランスの
とれた世界になることは大いに賛成ではある。
でも、そうなるために今のこの状況が必要なのだとしても、そのために「女性作家」というカ
テゴリーに加わることを容認しなければならないことに対し、そこに抗っている、違和感を持っ
ている存在もいること、その声を残しておきたいと思った。
 
声を発することで起きる分断や自分自身へ生じるラベリングを恐れつつ、でも、ここに記録を
しておくということ。
分断と炎上の SNSとはすこしはなれて、なにも言えなくなってしまう私たち、いや、少なく
とも私、が少し気軽に言葉にできるための場所を作る。
 
そんな私のための、救済措置として交換日記を始められればと思う。
 このことを、最初の投稿として自身のために書き留めておく。
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NRR Vol.1 Noah’ s Ark
NRR Vol.1 「ノアの方舟」 
2020
Project
プロジェクト

「家」という方舟に乗り漂流する
Drifting on an ark called "house"































Translation : Shoko Hachiya

参加作家
石毛健太 / Kenta Ishige, ELI, 遠藤麻衣 / Mai Endo, 谷川果菜絵 / Kanae Tanikawa, 鈴木千尋 / Chihiro Suzuki, 武本拓也 / Takuya Takemoto, 浜崎史菜 / Fumina Hamasaki,
繁殖する庭 / Reproductive garden, marina komiya, 三毛あんり / Anri Mike, 山形一生 / Issei Yamagata



Blank Space 
野方の空白 
2016-2018
Space management
スペース運営

スペースを運営する
Running the space



2016/6/6 [6/6 夜]
2016/8/25 [OEi（観測, 解説, 介入）]杉田敦、粟田大輔、阿部水咲、鈴木千尋、藪奥晴奈、吉田未空
2016/9/1,2,3 [地質調査]武久絵里
2016/9/17 [ウィークエンドシネマ:異人たちとの夏]NEMM
2016/10/28 [あいだのこと]稲美朋子、小宮麻吏奈、鈴木千尋
2016/11/19~27 [生活長者展]
2016/10/4,5,6 [三つの自画像と拡声]あま、urauny、梅津庸一
2017/3/8-16 [智輝、ハンカチティッシュ持ってきました。元気です。]智輝
2017/3/20-28 [リビングルーム]あんどー
2017/4/7-13 [本日、野方の空白でシリーズ]鈴木千尋
2017/5/5-8 [say good buy さよなら、野方、荒木家、解散セール]荒木美由
2017/5/17 [ずっと見張っていなさい]海野林太郎
2017/7.8.9 [七夕イベント貝割れ太腿の『懺悔ツアー』]川勝小遥＋貝割れ太腿
2017/7/17-25 [きょうまでいきてこられてよかった]黒坂祐
2017/8/25-31 [BOYS LOVE - 花 -]相磯桃花、三毛あんり、金藤みなみ、町田ひろみ、小宮麻吏奈
2017/9/22-24 [環七舟]コ本や×小宮花店合同企画
2017/9/25-10/1 [死ぬのはいつも他人ばかり：reinstall]三原回
2017/10/13-15 [どうか傷ついてまいってしまわないように、、]堺友里
2017/11/23-26 [再演：す地平せん]ナルコ
2017/12/2-17 [いっちふいっち]飯島剛哉、外島貴幸
2017/12/20-25 [#遠距離恋愛]グロイスフィッシングクラブ（内山智恵、じょいとも、トモトシ、横山奈穂子、下山由貴）
2018/1/8-19 [富士山展1.0 ―来たるべき未来のために―]AKAFUJI（泰平、丹原健翔）
2018/1/24-28 [ 穴 ]鋤柄ふくみ 
2018/1/30-2/4 [とおりぬけて併走]内田涼
2018/2/10-12 [あさがきたら]秋山実生
2018/2/23-25 [天關/zeta tauri]Kaai Ogaya
2018/4/20-22,25,27-29 ［野方の空白引越しのお知らせと地鎮祭の記録］）小宮麻吏奈

2016年6月から2018年4月までの約２年間、スペースを運営した。
場所は小宮に依頼すれば自由に使え、また、小宮も都度人に声をかけ展示やイベントなどを開いてもらった。アーティストとしてアートに関わ
る上で「場」、「コミュニティ」、「身体」、「スタイル」などの勢力図や保有しうる政治性に適度に巻き込まれ、巻き込みながら、
しかしインディペンデントに動き、自身に必要なコミュニティや関係を形成しながら活動するためには、作家活動だけではなく、別の
軸が必要だと思ったため、場所の運営をしながら考えることにした。行ったイベントリストは以下である。
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「シリーズ SakSak #11 キャンプファイヤー｜小宮麻吏奈［地球でキャンプをする：人間という光と空間がどこへむかうか考える」, blanclass,（神奈川）, 2019
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活動履歴

プロジェクト
2021　FAQ?
2020　NRR vol.1「ノアの方舟」(n-r-r.com)
2018~　繁殖する庭　運営
2016~2018　野方の空白　運営
2016~2017　小宮花店　経営 

個展
2018　個展「-ATCG」(TAV GALLERY)
 2018  「野方の空白」引越しのお知らせと地鎮祭の記録 (野方の空白 )
2017  「小宮花店」閉店セール (小宮花店 )
2016  「窓」カタール , (Safia Doha Hotel 311)

グループ展
2020　荒れ地のアレロパシー -5人のキュレーターによる現代美術展覧会 -(MITSUKOSHI 
CONTEMPORARY GALLERY, 東京 )
2020　横浜トリエンナーレ2020 エレナ・ノックス作品「ヴォルカナ・ブレインストーム」(横浜)
2020　超たまたま１７(小金井アートスポット・シャトー２F, 東京 )
2019　瀬戸内国際芸術祭2019 KOURYOU作品「家船」（雌木島 , 香川）
2019　コ本や Selection Vol.01 (コ本 , 東京 )
2019　REBORN ART FESTIVAL 2019 (網地島 ,宮城県 )
2018　始末をかく (BUoY, 東京 )
2017　小宮花店×コ本や共同企画　「環七船」 (コ本や , 小宮花店 , 東京 )
2017　シブカル祭 (GALLERY X BY PARCO)
2017　Boys Love -花 - (野方の空白 , 東京 )
 2017  恋せよ乙女！梅津庸一とパープルーム大学 (ワタリウム美術館 , 東京 )
2017  始末をかく「生活はふるさとのように上演されている」(生活工房ギャラリー , 東京 )
2016  ゲルゲル祭 (パープルームプーポンポン , 神奈川 )

上演
2017  始末をかく レプレゼンテーションズ1 「文（かきことば）」ほか　(space dike, 東京 )
2017  「正月」(大手町 1-1-1, 東京 )
2016   「まだ普請中だ」(世田谷ボロ市 , 東京 )
2015   始末をかく「茶屋建築に求めてゆかなければならぬ」アーツコミッション・ヨコハマ（横
浜市内 , 神奈川）
2015   始末をかく「茶屋建築に求めてゆかなければならぬ プロローグ」(川の間 コネクション , 
東京）

イベント・パフォーマンス
2021　「上演とトーク『創作能・浦島太郎』」(美学校 ,東京 )
2020　「campfiring」(東京 )
2020　「リプレイ20 小宮麻吏奈『津波の慰霊として浦島太郎を複式夢幻能化してみる』ゲスト：
吉松章」(美学校 , 東京 )
2020　「作家が見た別府 vol.2」(別府 , 大分 )
2020　「リプレイ2プレゼン：内田聖良『バ美肉おじさんメソッド』小宮麻吏奈『浦島能』」(オ
ンライン )
2019　スティルライブ / Stilllive (ゲーテ･インスティトゥート , 東京 )
2019　シリーズ SakSak #11 キャンプファイヤー｜小宮麻吏奈［地球でキャンプをする：人間
という光と空間がどこへむかうか考える］(blanclass, 神奈川 )
2019　RAM PRACTICE《ポストドキュメンタリーをめぐって》 (渋谷ユーロライブ )
2017　Fwd：Re:春の小川　閉会式　上演　（渋谷川 , 渋谷） 
2017　TRANS ARTS TOKYO 2017
 2017　岸井戯曲を上演する#8 「島」 (blanclass, 神奈川 )
2017   cat’ s heaven...![ 新年ヤミ市 ] (blanClass, 神奈川 ) 

トーク
2019　北里大学若手Lab主催 座談会 (Science Bar Incubator, 東京 )
2019　持田敦子＆小宮麻吏奈＆和多利恵津子（ワタリウム美術館 , 東京）
2019　円盤に乗る派 トークライブ「岸井大輔（劇作家）× 小宮麻吏奈（アーター/Arter）」
（BUoY, 東京）
2018　青柳菜摘 (だつお ) × KOURYOU × 小宮麻吏奈 (TAV GALLERY, 東京 )
2018　遠藤麻衣 × 大木裕之 × 小宮麻吏奈 (TAV GALLERY, 東京 )
2018　シンポジウム「生活会議」 (kanzan Gallery, 東京 )
2018　花屋さんのこと、畑のこと、アートのこと (女子美術大学 )
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